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Why Do Japanese University Students Study “Intercultural Communication”?  














本稿の目的は、Deci & Ryan の「自己決定理論」1)と市川 2)の「学習動機の二要因理論」に基づ





ワードで CiNii3)を検索したところ、2016 年 3 月末時点で、690 件の論文がヒットした。その内容
の 3 割以上（230 件）は大学をはじめ、中学校や高校における外国語学習（外国語としての日本
語学習を含む）動機に関するものであり、残りは外国語以外の学習動機に関するものであった。
一方、大学生がなぜ、異文化間コミュニケーションの授業を履修し、学習するのかといった観点
から調査した論文は見あたらなかった。上記の状況を鑑み、中川 4)は Deci& Ryan の「自己決定理
論（self-determination theory）」に基づき、異文化間コミュニケーションの授業に対する日本人大
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報告する。          
 




























































化的調整、統合的調整」の 4 段階に分類されている。 
以下、外発的動機の各段階に関し、岡田12)の説明に例を付記して説明する。 








3)  同一化的調整（identified regulation）：学習内容に個人的な価値や重要性を見出し、積極的に
取り組む動機づけ。（例：自分にとって重要なことだから勉強する。） 
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図 1 学習動機の二要因理論と内発的動機外発的動機との関係 
 （市川, 2001に基づき筆者が作成） 
 
一方、市川 2)は、二要因理論と SDT の各要素間の関係について検討している。市川のモデルで
は、SDT の内発的動機の極は充実志向に位置しているのに対し、外発的動機の極は報酬志向に位
置している。二要因理論では、内発的-外発的動機における連続性は対角線上で示すことができる。




































 調査対象となったのは、3 学部 7 学科を擁する関西圏の私立総合大学の商学部、経済学部、人
間社会学部生（以下、A 大学）59 名（男性 50 名、女性 9名；1回生 19名、2回生 22名、3 回生
6名、4 回生 12 名）と、関西圏の独立行政法人系総合大学外国語学部に所属する学部生 112名（男
性 34名、女性 78名；2回生 96名、3回生 8名、4回生 8名）（以下、B 大学）である。前者につ
いては、2015 年から 2017 年に開講された「異文化間コミュニケーション論」というコースで、


































まず、A 大学について、全 110 件の回答中もっとも多かったのは「理解と興味」（61 件）であ
り、全体の 55.5％を占めた。回答数の多かった順に、「トピックへの興味」（34 件, 55.7%）、「異
文化理解と自文化理解」（20 件,32.8 %）、「外国人との交流」（7 件,11.5%）の 3 つが出現した。2
番目に多かったのは「コミュニケーションスキル」（17 件,15.5 %）であり、「異文化コミュニケ
ーションスキル」（14 件,82.4 %）と「弱点の克服」（3 件,17.6 %）から構成されていた。次に、「将
来」（10 件,9.1 %）と「単位取得」（7 件,6.4 %）、「友人」（4 件,3.6 %）と続き、もっとも少なか
ったのは「スケジュールの都合」（3 件,2.7 %）であった。上記以外に「その他」に該当する回答
が 8 件（7.3 %）あった。   




が全体の 5 割以上を占める結果となった。次に多かったのは「専門分野と将来」（57 件,25.0 %）
に関するものであり、「外国語専攻」（29 件,50.9%）、「将来全般」（15 件, 26.3 %）と「海外留学」
（13 件, 22.8 %）で構成されていた。続いて回答が多かったのは「コミュニケーションスキル」
（35 件）で、全体の 15.4 %パーセントを占めていた。ここでは、「異文化コミュニケーションス




図 2 は、A 大学の各概念カテゴリーにおける分類結果を示している。全体の回答の中で内発的動
機づけ（68 件）が外発的動機づけ（33 件）を大きく上回る結果となった。無動機は 9 件であった。
まず、「理解と興味」（61 件）の下位概念の「異文化理解と自文化理解」に関して、内発的動機が
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図 2 学習動機概念と内発的動機・外発的動機との関係（A 大学） 
（%の数字以外の数字は回答数を示す。内発は内発的動機づけ、外発は外発的動機づけを示す。） 
 
b-2.  B大学外国語学部の結果 
 図 3はB大学の各概念カテゴリーにおける内発的動機づけと外発的動機づけの分類結果を示し































































































実志向」と「訓練志向」の合計が 6 割を超えた（64.1%）この結果から B大学の学生にとって、
内面から沸き起こる好奇心や興味がこのクラスを受講した動機の多くを占めていることが明らか
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